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令和二年　2020年  ５月 公立豊岡病院組合広報紙 第92号

組合立病院　◇豊岡病院　◇日高医療センター　◇出石医療センター　◇朝来医療センター

　新型コロナウイルス感染拡大による国の緊急事態宣言を踏まえ、公立豊岡病院では入院患
者さんへの面会禁止など次のような対策を実施しています。また、豊岡病院と同様に、日高医療�
センター・出石医療センター・朝来医療センターにおいても面会禁止等の対応を行っています。
地域医療を守るため皆様のご理解ご協力をお願いします。

豊 岡 病 院  
原則面会禁止等のお知らせ

１. 病棟への立入制限について
❶�病院が必要と認めた場合を除いて入院患者さん
への面会を禁止します。
❷�例外として認めた面会についても原則1名でマス
ク着用のうえ10分以内とします。
❸�着替え等の届け物も病棟毎に曜日を決め、指定
曜日以外の届け物は出来ません。
❹�入院患者さんを除く病棟デイルームの使用は出来
ません。
❺�従来、病棟内で実施していた病状説明なども�
出来る限り外来で実施します。

２. �発熱症状のある方の院内立入制限 
について

❶�発熱症状や倦怠感・呼吸困難がある方は直接�
来院せず、お住まいの地域の「帰国者・接触者
相談センター」に電話で問い合わせてください。
❷�豊岡病院への受診をすすめられた場合は、病院
に電話し案内に従ってください。
❸�院内には入らず車の中などでお待ちください。

３. �但馬救命救急センターの 
適正利用のお願い

❶�当センターは緊急度・重症度の高い方の治療を�
優先する必要があるため、緊急性の低い方は�
長時間お待ちいただく場合や応急的な治療のみ�
となる場合があります。（救急車、ウォークイン
など来院方法は問いません）
❷��まずは、かかりつけ医や最寄の診療所で受診して
いただくなど適正利用をお願いします。
❸�緊急事態宣言下でのセンター機能を維持するため
にも、適切な利用をお願いします。

４. その他のお願い
❶��病院建物へ入られる際にはマスクの着用をお願い
します。
❷��緊急度の低い外来診察や検査等は延期させてい
ただく場合があります。
❸�里帰り出産を希望される妊婦さんは帰省先で
2週間の自己隔離をお願いします。� �
なお、出産時の立会いは禁止とします。

・豊岡健康福祉事務所 ☎0796-26-3660（ 平日9時～17時半 ） 
・朝来健康福祉事務所 ☎079-672-0555（ 平日9時～17時半 ）
・県 コ ー ル セ ン タ ー ☎078-362-9980（ 24時間 ）

帰国者・接触者相談センター

※上記内容は4月17日現在のものです。状況の変化に応じて対応が変更になる場合があります。
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 新任医師

豊岡　総合診療科	 医長  杉山　陽介
豊岡　総合診療科	 医員  清水　健史
豊岡　総合診療科	 医員  藤原　　稜
豊岡　総合診療科	 医員  藤川萌恵美
豊岡　循環器内科	 医長  松岡　裕樹
豊岡　救急集中治療科兼 

但馬救命救急センター	 医長  星野あつみ
豊岡　整形外科	 医長  山脇　佑介
豊岡　産婦人科	 医長  鈴木　　悠

豊岡　産婦人科	 医長  小原　　勉
豊岡　放射線科	 医長  杉山　朋加
豊岡　小児科	 医員  南部　静紀
豊岡　救急集中治療科兼 

但馬救命救急センター	 医員  渡辺　倫夫
豊岡　救急集中治療科兼 

但馬救命救急センター	 医員  和田　大和
豊岡　救急集中治療科兼 

但馬救命救急センター	 医員  村尾　允弥
豊岡　外科	 医員  牧野　健太
豊岡　歯科口腔外科　	医員  金　　龍門

豊岡　産婦人科	 　　  下仲　慎平
豊岡　救急集中治療科兼 

但馬救命救急センター	 　　  井淵　誠吾
日高　内科	 医員  木村　敬一
出石　内科	 医長  井上　達也
朝来　内科	 医員  德田　浩亮
朝来　内科	 医員  山﨑　海成
朝来　整形外科	 医員  立花章太郎
朝来　整形外科	 医員  荒木祥太郎

 退職医師

医師異動のお知らせ
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令和2年度はこの体制で診療に臨みます

豊
岡
病
院

総 合 診 療 科 （8名） 隈部綾子、片山篤志、松崎三徳、藤井政佳、小林崇人、杉本和真、高田健司、髙田悠司
脳 神 経 内 科 （5名） 松島一士、横手明義、伊賀賢一、三宅智彬、堀口美香
呼 吸 器 内 科 （2名） 中治仁志、橋田恵佑
消 化 器 科 （7名） 上田通雅、山田貴裕、清水辰宣、竹中淳雄、原田威德、宮垣亜紀、栗林豊
循 環 器 内 科 （4名） 石田明彦、山邊健司、石井俊光、山本哲也
内 分 泌・糖 尿 病 内 科 （2名） 恒成徹、岸本一郎
緩 和 ケ ア 内 科 （1名） 遠藤真一郎
精 神 科 （7名） 髙石俊一、三木寛隆、安藝森央、桂木賢太郎、酒井弘人、澤木悠人、安東宇揚
小 児 科 （9名） 港敏則、藤林洋美、竹本崇之、市川裕太、中山栗太、玉城倫、許永龍、髙田めぐみ、中治倫子
新 生 児 科 （6名） 上田雅章、竹本崇之（兼務）、市川裕太（兼務）、中山栗太（兼務）、玉城倫（兼務）、髙田めぐみ（兼務）
外 科 （８名） 坪野充彦、内田茂樹、三木明、和田征大、杉本尭、中村大地、神部宏幸、佐藤洸希
乳 腺 外 科 （2名） 水田誠、遠藤真一郎（兼務）
整 形 外 科 （6名） 三原一志、福本光利、森下修、金子宏樹、正本和誉、髙塚光太郎
形 成 外 科 （3名） 德力俊治、田中啓貴、清水健司
脳 神 経 外 科 （5名） 岡村有祐、石井大嗣、山本祐輔、梶本裕人、榎波はる霞
呼吸器・心臓血管外科 （4名） 那須通寛、田中仁、平野竜史、井内幹人
皮 膚 科 （1名） 秋山創
泌 尿 器 科 （6名） 瀧洋二、白波瀨敏明、渡部淳、植垣正幸、植村祐一、小寺澤成紀
産 婦 人 科 （6名） 住友理浩、上林翔大、門元辰樹、濱田航平、山田香、久保のぞみ
麻 酔 科 （8名） 正田丈裕、髙野貴司、清水大介、䕃山成、豊永達宣、林知子、田井綾乃、岡村章平
歯 科 口 腔 外 科 ・ 
矯 正 歯 科

（4名） 田中太邦、西村隆克、藤井伸夫、今井琢己

病 理 診 断 科 （2名） 足立靖、中島直樹
リハビリテーション科 （1名） 椋棒農夫也
放 射 線 科 （1名） 小山敬己
放 射 線 治 療 科 （1名） 松井勝則
救 急 集 中 治 療 科 （20名） 小林誠人、永嶋太、松井大作、番匠谷友紀、藤﨑修、濵上知宏、後藤保、高須惟人、渡邉隆明、安田唯人、

樋口遼、松村圭祐、谷口大介、德田理奈、山岡由季、華房宏成、吉田陽、柿崎結美、坂戸真也、萩原尊礼
リ ウ マ チ 科 出張診療医師
腎 臓 内 科 出張診療医師
血 液 内 科 出張診療医師
耳 鼻 い ん こ う 科 出張診療医師
臨 床 研 修 医 （19名） 武中稜、小山御咲、粟根健人、古倉和紀、松澤実法、末宗和樹、北川達也、田邊大季、齋賀佳穂、吉盛太朗、 

松本和丈、河野遥香、栗山貴裕、香西英孝、藤本涼、呉娜慶、黒川和磨、由利一真（歯科）、井上史基（歯科）

日
高
医
療 

セ
ン
タ
ー

内 科 （3名） 田中愼一郎、小松素明、高田京加
外 科 （1名） 金子巖
整 形 外 科 （1名） 芦田一彌
皮 膚 科 秋山創（豊岡）
産 婦 人 科 （２名） 福永次雄、石田俊明
眼 科 （5名） 港一美、中西秀雄、吉川宗光、杉本八寿子、野田和誉

出
石
医
療 

セ
ン
タ
ー

内 科 （3名） 西岡顯、鈴木智大、守本陽一
外 科 （1名） 小山修平
整 形 外 科 芦田一彌（日高）
皮 膚 科 秋山創（豊岡）

朝
来
医
療 

セ
ン
タ
ー

内 科 （5名） 恒成徹（豊岡）、小山貴弘、草野俊亮、 
浅野真理、板垣実幸

外 科 （2名） 木山佳明、草野俊亮（兼務）
整 形 外 科 （3名） 土井良一、飯盛信哉、折戸彬
心 臓 血 管 外 科 田中仁（豊岡）
皮 膚 科 秋山創（豊岡）
泌 尿 器 科 瀧洋二（豊岡）
循 環 器 内 科 出張診療医師
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麻
酔
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シ
ョ
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は
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術
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ひ
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を
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あ
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手
術
す
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入
れ
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は
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患
者
さ
ん
に
痛
み
や
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ま
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。
麻
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モ
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が
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公
立
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岡
病
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間
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4
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0
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手
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れ
て
お
り
、
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の
う
ち
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3
分
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た
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2
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0
0
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当
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酔
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が
管
理
し
て
い
ま

す
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特
に
豊
岡
病
院
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し

て
い
る
た
め
緊
急
手
術
の
割
合
が
高
く
、
当
院
麻
酔
科

は
1
年
3
6
5
日
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
こ

の
紙
面
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
普

段
手
術
室
で
行
っ
て
い
る

麻
酔
診
療
の
一
端
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

麻
酔
の
種
類

麻
酔
は
全
身
麻
酔
と
局

所
麻
酔
に
大
き
く
分
類
さ

れ
ま
す
。
局
所
麻
酔
に
は

文
字
通
り
局
所
麻
酔
薬
を

局
所
に
注
射
し
て
痛
み
を

取
る
も
の
の
ほ
か
に
区
域

麻
酔
が
あ
り
ま
す
。
区
域

麻
酔
に
は
、
脊
髄
の
神
経

を
局
所
麻
酔
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
す
る（
背
中
か
ら
注

射
す
る
）脊
髄
く
も
膜
下
麻
酔（
い
わ
ゆ
る
下
半
身
麻

酔
）や
硬
膜
外
麻
酔
、
超
音
波
を
使
用
し
て
末
梢
神
経

近
く
に
局
所
麻
酔
を
注
入
す
る
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
局
所
麻
酔
の
お
話
は
誌

面
の
関
係
上
次
回
に
持
ち
越
す
こ
と
と
し
て
、
今
回
は

全
身
麻
酔
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

全
身
麻
酔
と
は
?

全
身
麻
酔
を
成
立
さ
せ
る
に
は
次
の
三
要
素
が
必
要

で
す
。
す
な
わ
ち
鎮
静（
意
識
を
と
る
こ
と
）、
鎮
痛

（
痛
み
を
取
る
こ
と
）、
不
動
化（
身
体
を
動
か
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
）で
す
。
麻
酔
科
医
は
麻
酔
薬
や

麻
酔
関
連
薬
物
を
使
っ
て
こ
れ
ら
を
達
成
し
ま
す
。

こ
こ
で
、
手
術
時
の
一
般
的
な
全
身
麻
酔
の
流
れ
を

お
話
し
ま
し
ょ
う
。

手
術
室
に
入
室
し
て
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
と
ま
ず
初

め
に
心
電
図
や
血
圧
計
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

（
指
先
に
つ
け
て
動
脈
血
中
の
酸
素
飽
和
度
を
測
定
す

る
機
器
）等
の
モ
ニ
タ
ー
を
装
着
し
ま
す
。
つ
づ
い
て
、

点
滴
の
た
め
の
静
脈
ル
ー
ト
を
取
り
、
酸
素
を
吸
入
し

ま
す
。
点
滴
ル
ー
ト
か
ら
麻
酔
薬
を
注
入
す
る
と
2
〜

3
分
後
に
は
意
識
を
失
い
、
こ
こ
で
記
憶
が
途
切
れ
ま

す
。
こ
れ
を
麻
酔
の
導
入
と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
最
初
の
麻
酔
薬
投
与
に
よ
っ
て
手
術
終
了
ま
で
の
麻

酔
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
持
続
的
な
麻
酔

ガ
ス
の
吸
入
や
点
滴
か
ら
麻
酔
薬
を
入
れ
る
こ
と
で
麻

酔
の
維
持
を
し
ま
す
。

麻
酔
を
深
く
す
る
と
自
発
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

の
で
、
気
道
確
保
を
し
て
人
工
呼
吸
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
気
道
確
保
に
は
声
門
の
奥
、
気
管
ま
で
チ

ュ
ー
ブ
を
挿
入
す
る
気
管
挿
管（
写
真
参
照
）や
声
門

上
に
特
殊
な
器
具（
ラ
リ
ン
ジ
ア
ル
マ
ス
ク
）を
留
置

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

麻
酔
科
医
の
仕
事
は
た
だ
麻
酔
を
か
け
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
の
血
圧
や
心
拍
数
を
適
正
な

レ
ベ
ル
に
維
持
す
る
こ
と
、
輸
液
や
輸
血
に
よ
っ
て
循

環
血
液
量
を
調
節
す
る
こ
と
、
人
工
呼
吸
の
適
切
な
施

行
に
よ
っ
て
低
酸
素
状
態
に
な
る
の
を
避
け
る
こ
と
、

麻
酔
深
度
を
管
理
し
て
術
中
覚
醒
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
、

な
ど
手
術
中
の
患
者
さ
ん
の
全
身
管
理
も
麻
酔
科
医
の

重
要
な
仕
事
で
す
。

手
術
が
終
了
す
る
と
麻
酔
を
維
持
し
て
い
た
麻
酔
関

連
薬
を
中
止
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
患
者
さ
ん
が

目
覚
め
て
き
ま
す
。
意
識
お
よ
び
呼
吸
、
筋
力
が
十
分

回
復
す
る
の
を
待
っ
て
気
道
確
保
し
て
い
た
チ
ュ
ー
ブ

を
抜
去
し
ま
す
。（
こ
れ
を
抜
管
と
い
い
ま
す
）あ
と

は
回
復
具
合
を
診
て
、
良
け
れ
ば
病
棟
に
ベ
ッ
ド
で
移

送
し
ま
す
。

全
身
麻
酔
は
飛
行
機
の
運
行
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
全
身
麻
酔
の
麻
酔
導
入
―
麻
酔
維
持
―
麻
酔

覚
醒
が
、
飛
行
機
操
縦
の
離
陸
・
上
昇
―
巡
行
―
下

降
・
着
陸
に
相
当
し
ま
す
。
飛
行
機
の
機
長
は
事
故
の

起
こ
り
や
す
い
離
陸
お
よ
び
着
陸
時
に
神
経
を
使
う
ら

し
い
で
す
が
、
麻
酔
も
同
様
に
導
入
お
よ
び
覚
醒
時
の

リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
慎
重
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

以
上
が
手
術
室
で
の
全
身
麻
酔
の
概
要
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
麻
酔
科
の
仕
事
は
術
前
お
よ
び
術
後
に
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
麻
酔
科
医
は
そ
の
全
身
管
理
や
疼
痛

治
療
の
知
識
お
よ
び
技
術
で
、
集
中
治
療
室
や
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
で
働
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
お
話
も
機
会
が
あ
れ
ば
次
回
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

診療科紹介
豊岡病院  麻酔科

シミュレータを使った気管挿管の様子

後列左から髙野医長、豊永医長、林医長、清水医長 
前列左から岡村医員、正田部長、蔭山医長

心臓手術業務

麻
酔
を
す
る
前
に
麻
酔
科
医
は
患
者
さ

ん
の
術
前
評
価
を
し
ま
す
。
術
前
評
価
で

は
カ
ル
テ
か
ら
の
検
査
デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ

ク
に
加
え
て
、
患
者
さ
ん
の
診
察
、
問
診

を
行
い
ま
す
。
術
前
の
患
者
さ
ん
の
状
態

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
麻
酔
の
有

効
性
お
よ
び
安
全
性
を
高
め
る
た
め
で
す
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
二
つ
ほ
ど
お
願
い
を

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
め
。
煙
草
を
吸
わ
れ
て
い
る
方

は
手
術
の
予
定
日
が
決
ま
っ
た
ら
禁
煙
を

お
願
い
し
ま
す
。
喫
煙
は
周
術
期
の
肺
、

心
臓
の
合
併
症
の
発
生
リ
ス
ク
を
上
げ
る

た
め
、
麻
酔
中
の
危
険
度
が
増
し
ま
す
。

ふ
た
つ
め
。
も
し
急
な
腹
痛
や
骨
折
な

ど
の
外
傷
で
当
院
救
急
に
か
か
る
場
合
、

飲
食
を
控
え
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
緊
急
手
術
に
な
っ
た
場
合
、
胃
に
内

容
物
が
残
っ
て
い
ま
す
と
、
麻
酔
の
導
入

時
に
そ
れ
が
肺
に
流
れ
込
む
誤
嚥
を
起
こ

す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

科
部
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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現
在
、
豊
岡
病
院
組
合
に
は
15
名
の
臨
床
工

学
技
士
が
働
い
て
お
り
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
慢
性
透
析
・
豊
岡
病
院
で
は
急
性
期
医
療

に
関
わ
る
業
務
を
担
当
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
一

員
と
し
て
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
治
療
し
て
頂

け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

【
主
な
業
務
内
容
】

●
機
器
点
検
業
務

病
院
で
使
用
さ
れ
る
多
く
の
機
器
の
点
検
や
部
品
交

換
・
修
理
を
行
い
、
い
つ
で
も
最
適
な
状
態
で
使
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

病
院
職
員
に
対
し
て
機
器
の
紹
介
や
使
い
方
の
説
明

会
な
ど
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
手
術
室
業
務

ロ
ボ
ッ
ト
手
術（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）・
心
臓
手
術
・
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
手
術
・
鏡
視
下
手
術（
モ
ニ
タ
ー
画
面
を

見
な
が
ら
行
う
手
術
）な
ど
の
機
器
準
備
や
操
作
を
行

い
、
安
全
に
手
術
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
医
師
指
示
の

も
と
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

●
救
急・集
中
治
療
業
務

24
時
間
3
6
5
日
院
内
待
機
し
、
心
臓
が
停
止
し
一

刻
を
争
う
場
面
や
、
た
く
さ
ん
の
機
器
を
装
着
し
治
療

を
行
う
救
急
外
来
・
集
中
治
療
室
な
ど
必
要
と
さ
れ
る

場
面
で
、
機
器
準
備
・
操
作
な
ど
迅
速
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

●
透
析
業
務

腎
臓
機
能
の
低
下
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
、
機
械
の

準
備
や
設
定
・
操
作
を
実
施
し
、
各
人
に
最
適
な
体
の

水
分
量
の
調
節
や
血
液
内
の
状
態
を
整
え
た
り
し
て
い

ま
す
。

1
回
の
治
療
に
長
い
時
間（
4
～
5
時
間
）
が
必

要
と
な
る
の
で
、
患
者
さ
ん
に
協
力
を
得
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
業
務

心
臓
の
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
閉
塞
し
た
患
者
さ
ん

に
対
し
て
、
バ
ル
ー
ン（
風
船
）
治
療
や
ス
テ
ン
ト

（
金
属
コ
イ
ル
）
治
療
を
実
施
す
る
場
面
で
、
医
師
・

看
護
師
・
放
射
線
技
師
な
ど
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

●
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
業
務

心
臓
機
能
が
低
下
し
電
気
刺
激
が
必
要
と
な
っ
た
方

に
、
医
師
の
指
示
の
も
と
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
機
器
の
設
定

や
変
更
・
動
作
を
確
認
し
最
適
な
状
態
に
し
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
宅
で
の
動
作
状
況

や
電
池
消
耗
・
交
換
時
期
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

診療部門紹介
豊岡病院  �臨床工学技術科 

ME（Medical Engineer）

心臓手術業務

人工呼吸器点検業務

集中治療業務 ロボット手術（準備）

ペースメーカ手術業務

機器貸し出しセンター

豊
岡
病
院
に
来
ら
れ
た
際
に
色
々
な
機
器
を

目
に
さ
れ
る
時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
私
た
ち
が
関
係
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
治
療
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー

今
回
は
円
背
の
予
防
、
改
善
目
的
で
大
腰
筋

（
図
①
）の
運
動
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
長
時
間
利
用

す
る
人
は
背
中
が
丸
ま
っ
た
姿
勢（
円
背
）に
な

り
や
す
い
で
す
。

円
背
姿
勢
で
は
バ
ラ
ン
ス
が
不
安

定
に
な
り
、
歩
行
速
度
が
低
下
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
Q
O
L（
生
活

の
質
）の
低
下
に
繋
が
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
大
腰
筋
の
機
能
に

は
、
腰
椎
前ぜ

ん

彎わ
ん

を
維
持
す
る
、
脊
柱

の
安
定
化
や
歩
行
時
の
歩
幅
の
拡
大

が
挙
げ
ら
れ
、
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
能

力
・
歩
行
能
力
と
密
接
に
関
係
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
立
位
姿
勢
の
保
持
に
重
要
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
腰
筋
の

筋
力
低
下
が
起
こ
る
と
、
円
背
に
な
り
や
す
い
で
す（
図
②
）。

そ
の
た
め
大
腰
筋

の
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
は
、
Q
O
L
の

維
持
に
繋
が
る
と
考

え
ま
す
。

そ
れ
で
は
大
腰
筋

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

し
て
、
椅
子
に
座
っ

て
の
も
も
上
げ
運
動

を
紹
介
し
ま
す
。 ー 第26回 ー

も
も
上
げ
運
動

［
注
意
］�運
動
中
に
関
節
に
痛
み
が
出
た
場
合

は
運
動
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点・ご
不
安
な
こ
と
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
電
話（
0
7
9
‒
6
7
2
‒
3
9
9
9
）も
し
く
は

「
地
域
医
療
連
携
室
」ま
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

❶
開
始
姿
勢

ポ
イ
ン
ト
　�

背
中
は
背
も
た
れ
か
ら
離
し
、背

す
じ
を
伸
ば
し
て
座
る
。

❷�

も
も
を
交
互
に
持
ち
上
げ
る

（
左
右
10
回
ず
つ
程
度
）

ポ
イ
ン
ト
　�

背
す
じ
が
曲
が
っ
た
り
、背
も
た

れ
に
も
た
れ
な
い
よ
う
注
意
す

る
。も
も
の
上
げ
下
ろ
し
は
ゆ
っ

く
り
行
う
。

出
石
医
療
セ
ン
タ
ー 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科

理
学
療
法
士
　
澤
田 

拓
実

図①

図②

円え
ん

背ぱ
い

の
予
防
運
動

地
域
医
療
連
携
室
の
紹
介
を
し
ま
す

地
域
医
療
連
携
室
は
看
護
師
・
社
会

福
祉
士
・
事
務
員
が
配
属
さ
れ
て
お
り
、

患
者
様
が
安
心
し
て
療
養
に
専
念
で
き

る
よ
う
受
診
か
ら
入
院
・
退
院
に
至
る

一
連
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
事
前
予
約
）

各
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
院
か
ら
各
医
療
機
関
へ
の

受
診
の
問
い
合
わ
せ
・
予
約
も
お
取
り

し
て
い
ま
す
。

事
前
に
予
約
を
お
取
り
す
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ま
の
負
担
を
軽
減
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
受
診
し
て
頂
け
る
よ
う
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

（
医
療
相
談
）

病
気
や
け
が
を
す
る
と
様
々
な
心
配
事
や
不
安
な
ど
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
士
や
看
護
師
が
ご
家
族
の
不
安
や
悩
み
を
お
聞
き
し
、

一
緒
に
解
決
策
を
考
え
、
安
心
し
て
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
内
容

・
退
院
す
る
に
あ
た
っ
て
の
心
配
や
不
安

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
制
度（
介
護
保
険
・
障
が
い
者
手
帳
等
）に
つ
い
て

・
医
療
費
な
ど
、
経
済
的
な
不
安

・
療
養
中
の
心
配
や
不
安

・
転
院
先
の
相
談

（
リ
ハ
ビ
リ
訪
問
）

退
院
前
に
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
支
援
担
当
の
者
と
自
宅

を
訪
問
し
、
住
環
境
の
整
備
や
生
活
動
線
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
）

在
宅
で
医
療
的
処
置
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
介
護
に
あ

た
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の「
休
憩
・
休
息
」
を
目
的
に
期
間
を
設
け

た
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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令和２年 第１回公立豊岡病院組合議会３月定例会が開催されました
令和2年3月4日から27日まで開催された、公立豊岡病院組合議会の議案と結果についてお知らせします。

議案番号 件　　名 提出年月日 結　果

1 一般職の任期付職員の採用等に関する条例制定について 令和2年3月4日 原案可決 
令和2年3月27日

2 職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例制定について 令和2年3月4日 原案可決 
令和2年3月27日

3 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 令和2年3月4日 原案可決 
令和2年3月27日

4 公立豊岡病院組合の分賦金に関する条例の一部を改正する条例制定について 令和2年3月4日 原案可決 
令和2年3月27日

5 令和2年度公立豊岡病院組合事業会計予算 令和2年3月4日 原案可決 
令和2年3月27日

議会は一般の方も傍聴できます。  ※詳細はホームページをご覧ください。�    問合せ    公立豊岡病院組合議会・監査事務局  TEL：0796-22-6111（内線2021）

令和2年3月12日、豊岡病院で2年間の初
期臨床研修を終えた医科研修医8名と1年間
の研修を終えた歯科研修医1名の修了証書授
与式を行いました。

当院での研修の経験が、今後の長い医師
としての人生の基礎となり、新たな勤務先で
ご活躍されることを心より願っております。

豊 岡 病 院

研修医修了証書授与式を行いました
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皆様には、平素より、公立豊岡病院組合の運営に対しご理
解とご協力をいただき、ありがとうございます。

令和元年度にいただいたご寄附を以下の通りご紹介させて
いただくとともに、この場をお借りして感謝申し上げます。

今 後 も よ り 良 質 で
安全な医療を地域の
皆様へ提供するため、
関係者一同一層努力
してまいりますので、
変わらぬご支援を賜
りますようよろしく
お願い申し上げます。

令和元年度にご寄附をいただいた方々
日　付 お名前 金額等 使　　途

令和元年5月 匿　名 30,000円 待合テーブル
令和元年8月 匿　名 30,000円 待合テーブル
令和元年10月 匿　名 100,000円 緩和ケア病棟備品の購入
令和元年10月 野田雄大 100,000円 研修医の育成

令和元年11月 朝日新聞 
兵庫朝日会 車椅子3台 外来患者様用に設置

令和2年3月 匿　名 10,000,000円 備品の購入

令和2年3月 匿　名 180,000円 フライトスーツワッペン 
の購入

ご 寄 附 の ご 紹 介 と お 礼

公立豊岡病院組合職員募集の概要
採用年度 募集職種 募集人員 試験内容 受験資格 試験日・会場 採用予定日

令和２年度 
中途採用

薬 剤 師 ３名程度
・教養試験
・作文試験
・面接試験

・薬剤師免許取得者
・35歳以下 ○試 験 日　令和２年５月23日（土）

○受付期間　３月10日～５月13日
○会　　場　�公立豊岡病院組合 職員会館

（公立豊岡病院北側）

令和２年６月１日から 
令和３年３月１日までの
各月１日付（応相談）

令和３年度 
採用

・�薬剤師免許取得者 
　　又は取得見込み者

・35歳以下
令和３年4月1日

令和２年度
中途採用

臨床検査技師 1名程度
・教養試験
・作文試験
・面接試験

・臨床検査技師免許取得者
・30歳以下 ○試 験 日　令和２年５月23日（土）

○受付期間　４月８日～５月13日
○�会　　場　�公立豊岡病院組合 職員会館 

（公立豊岡病院北側）

令和２年7月1日

調 理 師 １名程度
・教養試験
・作文試験
・面接試験

・調理師免許取得者
・40歳以下

●受験資格中の年齢は、各採用年度の4月1日現在の年齢です。
※募集要項は当組合ホームページからダウンロードできます。http://www.toyookahp-kumiai.or.jp 
※�正規職員の採用に関するお問合せは下記にお願いします。

公立豊岡病院組合統轄管理事務所総務部人事課　〒668-8501兵庫県豊岡市戸牧1094番地　電話0796-22-6111（内線2101）


